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茅野市縄文プロジェクト

行
市
量
議
が
初
書

層

層

′
改
定
版
の
視
点
具
現
化
へ

茅
野
市
は
1
0
日
、
縄
文
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
「
縄
文
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
改
定
準
に
示
し
た
取
り
組
み
を
具
体
的
に
検
討
す
る
「
縄
文
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
市
民
会
琴
の
初
会
合
を
市
役
所
で
開
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
3
8
人
が
委
員
と
な
り
、
6
部
会
に
分
か
れ
、
来
年
度
か
ら
東
京
五
輪
が
あ
る
2

0
2
0
年
度
に
か
け
て
を
目
安
に
行
う
取
り
阻
み
の
計
画
策
定
な
ど
を
進
め
る
。

（
手
塚
洋
こ

会
議
は
、
同
改
定
版
を
ま
と
め

て
昨
年
1
0
月
に
解
散
し
た
「
縄
文

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
市
民
会
議
」

の
メ
ン
バ
ー
1
3
人
に
、
メ
ン
バ
ー

か
ら
推
薦
さ
れ
た
2
4
人
と
座
長
の

柳
平
千
代
一
市
長
を
加
え
て
構

成
。
′
部
会
は
、
同
改
定
版
に
掲
げ

る
五
つ
の
視
点
に
基
づ
く
「
識
る
」

「
広
め
る
」
「
産
み
出
す
」
「
楽
し

む
」
「
守
る
」
と
、
市
内
の
遺
跡
な

ど
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
研

究
す
る
「
世
界
文
化
遺
産
」
を
設

置
し
た
。

検
討
す
る
取
り
阻
み
は
、
「
識

る
」
で
は
竪
穴
住
居
で
の
体
験
宿

泊
、
「
広
め
る
」
で
は
縄
文
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
、
「
産
み
出

す
」
で
は
縄
文
に
学
ん
だ
商
品
開

発
、
「
楽
し
む
」
で
は
縄
文
総
合
芸

術
祭
の
開
催
、
「
守
る
」
で
は
縄

文
の
里
史
跡
整
備
と
活
用
事
業
の

推
進
な
ど
。
今
後
は
部
会
」
と
に

中
期
計
画
や
年
次
計
画
を
作
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数

や
開
発
商
品
の
数
と
い
っ
た
数
億

目
棟
も
設
定
し
て
い
く
。

初
会
合
で
は
、
顔
合
わ
せ
を
兼

ね
て
各
部
会
で
意
見
を
交
わ
し
、

正
副
部
会
長
を
決
め
た
。
柳
平
市

長
は
「
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
自
ら
で
き
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
性
質
の

も
の
。
大
き
な
う
ね
り
を
つ
く
り

出
す
原
動
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
た
。

正
副
部
会
長
は
次
の
皆
さ
ん
。

（
◎
部
会
長
、
○
副
部
会
長
）

▽
織
る
＝
◎
小
口
晋
平
○
小
林
書

久
一
▽
広
め
る
＝
◎
樋
口
敏
之
○
葦

木
美
咲
▽
産
み
出
す
＝
◎
宮
坂
貞
博

○
朝
倉
寿
美
子
▽
楽
し
む
＝
◎
岩
崎

和
子
○
鶴
石
悠
紀
▽
守
る
＝
ゐ
鵜
飼

幸
雄
○
牛
山
時
事
▽
世
界
文
化
遺
産


